















































射によるTiH2､ VHo別､ ZrH2､ LaH2.48の水素放出量を求









Microwave irradiation time (min)
図1マイクロ波照射に伴う金属
系水素化物の温度変化
(2)錯体系水素化物MtM'Hn)(M-Li､ Na､ Mg､ K ;M'-B､ N､ Al)-のマイクロ波照射
錯体系水素化物にマイクロ波を照射し､その加熱特性､自己発熱機構､水素放出特性について評価し
た｡図2にマイクロ波照射に伴う錯体系水素化物の温度変化を示す｡
























評価した｡図3に(1-X)LiBH4+xM (M-B､ C ;X-0.33､






























TiH2を添加した場合は､ LiBH4のみの場合よりも短時間で温度上昇したが､ 6 mass%の水素を放出す
るには30分以上の時間を要した｡










以外の新たな機能として､ Liイオン伝導機能を見出した｡ Liイオン伝導機能は､ Liイオン電池の安全
性を高めるための新たな固体電解質開発など-幅広い展開が期待される｡本研究で得られた知見が､燃
料電池､全固体Liイオン電池という環境性能の高い新エネルギー技術の実現-の一助となることを信じ
ている｡
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論文審査結果の要旨
循環型水素エネルギー社会の早期実現が望まれ､燃料となる水素を安全･コンパクトに貯蔵するための水
素貯蔵材料の開発が急務となっている｡それに対して､近年､高密度の水素を含有することのできる錯体系
ノ
水素化物が次世代水素貯蔵材料として注目されている｡しかしながら､反応温度･速度などの観点で克服す
べき課短も残されており､実用化には至っていない.こうした課題の改善するために､従来､角地掛軸口や元
素置換など材料設計の観点からのみ研究が行われてきた｡それに対して本論文では､原子拡散の促進が期待
できるマイクロ波照射プロセスに注目し､マイクロ波という外場を用いた省エネルギー水素貯蔵システムの
構築を目的とした｡
マイクロ波に升する水素化物の応答に関して知見を得るため､代表的な金属系および錯体系水素化物-の
マイクロ波照射を行い､その加熱特性､自己発熱勝幸および水素放出特性を系統的に評価した｡その結果､
マイクロ波に対する応答は水素化物の結合状態を反映し､金属系水素化物､錯体系水素化物ともに導電鋭失
により自己発熱することが明らかとなった｡その評価過程において､特にLiBH4に関しては､ 390 K以上の
高温相においてLi超イオン伝導が発現し､現在のLiイオン二次電池の電解質として利用される有機系液体
と同程度のイオン伝導度を示すことを世界で初めて見出した｡また､水素放出特性については､マイクロ波
の侵入深さと到達温度が重要であると考察した｡
上記の結果から得られた知見を基にして､より効率的な水素貯蔵システムを構築するためLiBH4をベース
とした材料設計を行った｡LiBH4にBあるいはC (グラファイト)を添加することによりLiBH4の水素放出
反応が著しく促進され､3分というごく短時間で開発目標値である6質量%の水素放出が可能であることを明
らかにした｡
このように､本論文は水素貯蔵材料の水素放出特性改善に関して､これまでにない観点から研究を行って
おり､マイクロ波照射プロセスを用いた効率的水素貯蔵システム構築の可能性を明らかにした｡本論文の結
果は､水素貯蔵技術とマイクロ波照射プロセスの両研究領域に対して多大なる貢献が見込まれる｡さらに､
全固体Liイオン二次電池という環境指向の高い新エネルギー技術の実現に大きく貢献するものと期待される｡/
よって,本論文は博士(学術)の学位論文として合格と認める｡
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